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Die Erregbarkeitssteigerung fur farbige Strahlen 

bei der Dunkeladaptation.

Von

Gonosuke Sudo.

Eingegangen am 25. Februar 1935.

Verfasser stellte eine experimentelle 

Untersuchung uber die Erregbarkeits

steigerung bei der Dunkeladaptation des 

farbentuchtigen Auges fur verschiedene 

farbige Strahlen an. Diese Untersuchung 

nahm er mit dem Flimmerphotometer 

sowie auch mit dem Stroboskop vor. Im 

ersten Falle beleuchtete er die weisse 

Gipsflache des Photometers mit einem 

monochromatischen Licht. Die Flim

merung wurde durch die schnelle Rota

tion der Scheibe mit rundem Loch vor 

der beleuchteten Flache erzeugt. Die 

Rotationsgeschwindigkeit der Scheibe 

wurde wahrend des Versuches konstant 

gehalten. Dann bestimmte Verfasser

 die Lichtstarke, welche fur die gleich
massige Verschmelzung des Flimmerns 

gerade notig ist. Die Verminderung der 
Lichtsintensitat gibt einen Masstab fur 

den jeweiligen Empfindlichkeitsgrad des 

Auges und diese konnte nun in Kurven

form so dargestellt werden, dass in einem 
rechtwinkligen Koordinatensystem die 

Zahl der im dunkeln verweilten Minuten 

in Abszissen, die verminderte Lichtin

tensitat in Ordinaten aufgetragen wurde. 

In solchen Kurven, die den Gang der 

Duukeladaptation veranschaulichen, be

merkt man zwei Phasen. In der ersten 

Phase steigt die Empfinduug steil, in der 

z weiten dagegen langsamer, und zwar ist
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in diesem Falle die Empfiudung barblos. 

Die steile Empfindlichkeitssteigerung 
dauert ca. 30 Minuten, dann verlauft sie 

asymtotisch. Die Empfimdlichkeitszu

nahme durch die Dunkeladaption ist ca. 

10-15mal grosser als der anfangliche 

Wert. Der Individualunterschied ist 
ziemlich gross.

Bei der zweiten Untersuchung mit 

dem Stroboskop mass Verfasser die Ver

schmelzungszahl bei der konstanten 

Lichtintensitat. Bei dem Versuche, die 

Empfindlichkeitssteigerung bei der Dun

keladaptation betreffend, bemerkt man 

zwei Phasen, ebenso wie bei obigem
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第1章　 緒 言

先ヅ眼 適應 ヲHerihgノ 云 フ"Selbststeu

erung der Lichtsempfindung"ニ ヨ リ眼 ガ

與 ヘラ レタル刺戟光 ニ對 シテ適 應スル經 過及

ビ状態 トシテ規 定スル.コ ノ意味ニ 於テ試 ミ

ラレタル研究 ハ後述 ノ如 ク其 ノ敷 モ可成デ ア

ル.

殊ニ最近 ノKohlrausch1)ト 其ノ一派ノ此

方面ニ及 ボシタル仕事ハ其ノ充實セル成績 ト

華 カナル結論 トiニ於テ吾人ヲシテ可成善ク滿

足 セシムルニ足 ルモノガ アル,ガ.之 等ノ成

績 ト先 ニHering教 室 ニ於 テ試 ミヲ レタル井

上 及 ビ生沼兩氏2)ノ 實驗 成績 トヲ比較 スル ト

キニ兩者間 ニハ可成 リノ逕 庭 アル コ トニ氣付

ク.

殊ニ著明ナルコ トハ暗適應過程ニ於テ其ノ

適應可能範圍ガ前者ニ於テハ色光ノ種類ニヨ

ル差 ハアルモ “何千倍 ” ト云 フ様 ナorder

ノ數 ナルニ反シ,井 上及ビ生沼兩氏ノ物 デハ

10-24-25位 ノ範 圍 デアル コ トデアル.之 等

ノ大ナル隔 リハ何ニ由來スルデアラウ?

私 ノ此實驗ヲ試 ミタ所以ノ1ツ ハ之ニ就テ

ノ疑問 ヲ明力 ニ シタ イ コ トデアツタ.

私ハ實驗 ヲ 「Flimmerphotometer」 ニ ヨル

物 ト 「Stroboscope」 ニ ヨル物 トノ2ツ 行 ツ

タ.

前者ノ利點 トシテハ異 レル2ツ ノ刺戟光ヲ

殆 ド同時ニ且1眼 ニ於 テ檢 シ得ル コ トデア

ル.此1眼 ニテ觀察可能ナルコトハ,實 際上
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Versuche. Merkwurdigerweise ist bei

 dieser Methode die maxiｍale Steigerung

 der Empfindung nur 1,5 mal hoher als der

 anfangliche Wert.

Die Empfindlichketssteigerung  bei

 der Dunkeladaptation fur 

Farben ist nicht gleich; sie 

gende Reihenfolge: fur Blau am gross-
ten, dann folgt Weiss, Grun und Rot.

 Die Empfindlichkeitssteigerung fur Rot

 im Dunkeln erreicht schon nach 5-10

 Minuten den Liminalwert, fur Rot be-

merkt man also keine zweite Phase der

 

verschiedene

Adaptation. (Autoreferat.)

zeigt fol-
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ヨク アル兩限 ノ感度 ノ差 ヲ全然除 キ得テ實驗

條件 ヲ簡單 ニ同 ジカラシメル上 ニ極 メテ好都

合 ナ コ トデアル.

後 者 ニ於 テハ 「variable Speedgear」 ノ調

節 ニヨ リ極 ク短時間 ニ「Stroboscope」 ノ廻轉

數 ヲ任意 ニ シ得 テ,各 暗適應時 ノ融 合廻轉數

ヲ容易 ニ定 メ得 ルコ トデアル.

文 獻

暗適 應 ニ關 シ テ發表 セ ラ レタ ル物 ノ中,生 理 的

ナ眼 ニ於 テ爲 サ レタル 物 ノ ミ學 ゲ ル コ トニ ス ル.

最初 此 問題 ニ 就 テ系 統 的 ナ 研 究 ヲ試 ミ タ ノハ

Aubert4)デ アル.彼 ハ暗 適 應 ハ 最初1分 間 ハ極

メ テ急 ニ感 度増 シ,其 ノ後 ノ上 昇 ハ 割 ニ徐 々 デ約

2時 間 デ 極 大 ニ ナ ル ト云 フ.次 イデ, Bloom u.

 Garten5), Gharpentier6), Treitel7)モ 大 體 之 ニ似

タ成績 ヲ擧 ゲ テ ヰ ル,ガ. Piper8)ハ 最 初1-2分

間 ハ徐 々 ニ増 加 シ約30分 デ極 大 ニ ナ ル トシ,其

ノ適 應 範 圍 ハ1000-5000倍 ニ及 ブ ト云 フ.更 ニ

Nagel u. Sehafer9)ハ 色 ニ於 テ觀 察 シ,感 度 ガ約

4倍 高 マ ル ノヲ見 テ ヰ ル. Nicolai10)モPiperノ

如 キ成 績 ヲ得 テ ヲ リ, Feilchenfeld11)ノ 比 較 的低

イ光 度 ノ實驗 デ ハ 適 應 範圍81倍 ト云 フ.其 ノ後

Dittler u. Koike12)ハ5分 デ 極 大 ニナ リ以後 徐 々

ニ上 昇 シ中 心デ ハ周 圍 ヨ リモ適 應 範 圍 ガ明 カ ニ小

ナ ル コ トヲ指 摘 シテ ヲ ル.最 近Kohlrausch1)ハ

色 々 ノ色 光 ニ於 テ實 驗 ヲ行 ヒ,中 心 視 デ ノ適 應 範

圍 ハ 割 ニ 小 デ各 色 大 體 似 タ經 過 ヲ トル ガ, extra

fovealee Sehenデ ハ 光 度 低 キ 時 ハ 其 ノ暗 適 應 曲

線 中 ニ著 明 ナ ル屈 曲 ガ白,青,緑 等 ニ現 レ,赤 ハ

適 應範 圍 比 較 的 小 デ 此 際 ニハ 屈曲 現 レザ ル コ トヲ

擧 ゲ,之 等 ノ物 ト暗 適 應 時 間,網 膜 ノ部 位,刺 戟

光 ノ光度 等 ノ關 係 ヲ詳 細 ニ報 告 シ テ ヲ ル.井 上及

ビ生 沼2)ノ 報 告 ニ ヨル ト,暗 適 應 範 圍 ハ 小 デ 約

10-24-25倍 デ ア ル トシ,其 ノ經 過 ハ5-10分 デ

略 ボ極 大 ニ ナ リ其 ノ後 ハasymptotischニ 極 大 ニ

近付 ク ト云 フ.

尚 ホ 「Stroboscope」 ニ依 リ暗 適 應 ヲ檢 セ ル モ

ノニSchaternikoff13)ア リ.暗 適 應 充 分 ナ レ バ明

ル サ ト共 ニ融 合 廻 轉 數 増 シ,此 時 赤 色 光 線 ニ ハ融

合廻 轉 數 最 少 ク,黄 色 次 ニ少 ク,緑 ガ最 モ多 イ ト

云 フ.

以 上 ノ外 ニ病 的 眼 ニ於 ケル 業 績 ハ 多 々 アル モ,

今 本 問題 ニ ハ直 接 ニ關 係 ナ キ 故 ニ故 意 ニ瞼 略 スル

コ トニ ス ル.又 心 理 學 上 ノ問題 ヨ リ之 ニ觸 レ タ業

績 モ此 際 擧 ゲナ イ コ トニ スル.

尚 ホ上記業績 ヲ觀 テ,先 ヅ考 ヘナ ケ レバナ

ラヌ コ トハ檢査成績 ノ取扱 ヒ方 デアル.既 ニ

Hecht16)モ 指 摘 シテヲル樣 ニ通常興奮性 ヲ表

ハスニ刺戟 ノ逆 數 ヲ以テ シ興 奮性 ノ變 化 ノ經

過 ヲ云 々スル人ガ多 イケ レ ドモ ソレスラ正 シ

イコ トカ否 カ ワカ ラヌ.何 トナ レバyヲ 刺戟

ノ大 キサ トシテ縱軸 ニ トリxヲ 時間 トシテ横

軸 ニ トリテ暗適應時 ノ眼 ノ興奮性 ノ變化 ヲ檢

シ.

x=y

デ表 ハス コ トガ出來 ル トスルニ此式 ハ直線 ヲ

ナス テ示 ス.然 ルニ刺戟 ヲ逆數 ニ トリテ

トス レバ,之 ハ雙曲線 ノ式 故xノ 進 ムニ從 ヒ

yハ 漸近線 ノ經 過 ヲ トル.之 ハ興奮 ノ性質 ト

云 フ ヨリモ數 ノ性質 ヨリ來 ル事 デ アル.更 ニ

其 ノ出發 ノ前提 ニ於 テ誤謬 ヲ有 スルFechner

氏精 神 物理則迄 モ適 用 シテ刺 戟 ノ對數 ヲ トル

ナ ラバ其 ノ爲 メニ刺 戟 ノ弱 イ時 ト張 イ時 トハ

曲線 トナ リ中強度 ノ刺戟 デハ略 ボ直線 ニ近 イ

經 過 ヲ トル コ トトナル.故 ニ興奮性 ハ刺戟 ノ
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値 デ直接 ニ表 ハスガ一層 ヨイ ト思 ハ レル.從

テ私 ハ以下 ノ成績 ハ總 テ コノ方法 デ表ハ ス コ

トニシタ.

第2章　 自 家 實 驗

上 記 ノ如 ク實 驗 ハ 「Flimmerphotometer」 ニ ヨ

ル モ ノ ト 「Storoboscope」 ニ ヨ ルモ ノ トノ2ツ ニ

分 レル.

(イ)Flimmerphotometerニ ヨル 實 驗

之 デ ハ 光 度 ハ絞 リ ヲ 以 テ 加 減 出 來 ル 故 ニ 感

度 ハ 光 度 ノ減 少 率 ヲ以 テ 表 ハ ス.

實 驗 方 法

明適應-之 ハ他ノ多 クノ人ノ發表及ビ自分ノ

豫備實驗ニ於テ 約30分 デ 大體極大ニナルコトヲ

知ツタノデ,實 驗者ノ1人(S)ハ 晴天ノ北空ヲ眺

メテ行ツタ.他 ノ2人(Y)(K)ハ 夜間行ヘル爲

ニ100 Wattノ 電球ニテ照セル2m平 方ノ白紙ヲ

1mノ 距離デ見サシメテ行 ツタ.之 等 ノ方法ニヨ

ル 卜キハ大體實驗上邪マニナル遺像ヲ除去スルコ

トガ出來ル.何 レモ30分 適應サス.

暗適應-被 檢眼ヲ黒布ニテ被ヒ輕クフサグ.

此時強ク壓スルト"Nebelfleck"現 レテ實驗成績

ヲ不正ナラシメル爲ニカカル トキハ再ビヤ リ返シ

テ行ツタ.尚 ホ他眼ハ其ノ儘室内ノ明ルサニ曝シ

テ置イタ.

圖 ノ如 ク長 サ0.5m,幅0.25m,深 サ

0.5mノ 黒 箱 ノ1側 ノ ミヲ其 ノママ ニ

シ他 ハ 全 部 黒 板デ トザ シ,共 ノ中 ニ電

球 ヲ入 レ電 源 トス ル.空 ケ タル1側 ニ

ハ約40cm平 方 ヲ其 ノ儘 ニ シ他 ハ 黒 布

ニ テ被 フ.此40cmノ 間 ニ後 述 スル乳

色硝 子及 ビ「フイ ル タ ー」ヲ置 キ テ其 ノ

内部 ニ和 紙 ヲ置 キ光 ヲ散 亂 セ シ メ實驗

ニ供 ス.光 度 ノ加 減 ハ寫 眞撮 影 用 「カ

メ ラ」 ノ附 屬絞 リノ調 節 ニ依 ル コ トニ

第1圖

L=光 源　 F=フ イ ル タ ー

C=カ メ ラ　 O=黒 布

B=絞 リ付 レン ズ　 E=電 池100V.

S=ス イ ツ チ　 R=抵 抗

P=フ リン メル ホ トメー タ ー

A=檢 眼

シ タ.此 絞 リハZeiss製 ノ物 デRudolph式 ノ番

號 ヲ附 シテ ア リ, 32倍 迄 調節 デ キ ル,ガ.コ ノ番

號 ノ ミデ ハ 光度 ノ加 減 ガ 微細 ニAhetufen出 來 ナ

イ ノデ 別 ニ紙 ニ 度 盛 ヲ附 シテ 物 ヲ貼布 シテ 此 度盛

ヨ リ光 度 ヲ下 ノ曲 線 ヨ リ讀 ミ トル コ トニ シ タ.

第2圖　 紙 ノ度盛 ト光度 トノ關係ヲ示ス圖
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尚 ホRudolph式 番 號 ガ正 シク附 セ ラ レテ ヲル

カ 否 カ ヲ豫 メLummer u. Brodhumノ 光 度 計 デ

檢 シ タ所 充 分 信賴 出 來 ル コ トヲ知 ツ タ ノデ共 ノ儘

用 ヒ タ. Flimmerphotometerノ1側 ノ窓 ヲ 「カ

メ ラ」 ノ後 端 ニ密着 セ シ メ,他 側 ノ黒 布 ヲ以 テ密

閉 シ階 黒 ナ ラ シ メ「モ ー タ ー」ヲ以 テ割 ニユ ル ヤ カ

ニ1秒8囘 廻 轉 セ シ メル.尚 ホ他 ヨ リノ光 ノ侵入

ヲ防 グ爲 ニ上 記 ノ裝 置 ハ圖 ノ如 ク厚 キ黒布 ニ テ被

ツ タ.

濾 光器-白 色光 線 ニハ 教 室 ニア ツ タ乳 色 硝 子

ヲ用 ヒ テ甚 ダ 好 結果 ヲ得 タ.

其 ノ他 ノ赤,緑,青 ニハSchulzノ 記 載 ニ ヨ リ

A. V. Hubl氏 法15)ニ ヨ リテ行 フ.即 チGelatin

 6gヲ 水100ccニ トカ シ,之 ニ次 ノ色 素 ヲ トカ シ

此8ccヲ100ccmノ 硝 子板 ニ注 ギ水 平 ニ シテ 均等

ニ擴 ガ ラ シメ テ乾燥 スル.

之 等 ヲ通過 ス ル光 線 ヲ見 ル ニ,其 ノ波 長 ハ

赤　 640mμ-715mμ

緑　 520mμ-595mμ

青　 340mμ-500mμ

觀 察 方 法-先 ヅ 光 源Lヲ 點 燈 シ,「 モ ー タ ー」

ヲ 廻 シ被 檢 眼 ヲOニ 當 テテ 片 手 ニ テ絞 リヲ加 減 シ

テ光 度 ヲ調 節 シ"Flimmern"ノ 感 ジ ノ正 ニ無 ク

ナ ル時 ノ光 度 ヲ定 ム.此 時 觀 測 ハ速 ニ行 ハ ヌ ト瞳

孔 散 大 ノ影 響 ヲ受 ケル コ ト大 ナ ル 故 可 及的 ニ早 ク

觀 ル ヲ要 スル.

第1表　 白色光線實驗成績

第2表　 赤色光線實驗成績

第3表　 青色光線實驗成績
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第4表　 緑色光線實驗成績

(×. 1以 下 ノ絞リノ調節不可能ナル故光源ニ
ヨリ行 ツタ)

Flimmerphotometerニ ヨル暗適應曲線

第3圖S
(1)檢 者-(S)

第4圖K
(2)檢 者-(K)

第5圖Y

(3)檢 者-(Y)

總括-以 上 ノ成績デ最モ著明ナル コトハ

其 ノ暗適應範圍ガ割合 ニ小デ約10倍-15倍

ナル コトデアル.其 ノ經過ヲ見ル ト大體Kohl

rousch等 ノ成績 ニ一致 シテ居テ,先 ヅ最初ノ

5分-10分 デ適應範圍ノ半分以上ニナ リ其ノ

後 ハ割ニ緩デアル.此 事ハ殊ニ赤,次 デ緑ニ

於テ著明ナルコトデ赤ニ於テハ多ク5-10分

デ略 ボ極大 ニ達 シテオ ル.青,白,緑 ノ10分

以後之等ニ於テハ尚ホ其ノ適應ハ進 ミ大體30

分位 デ極大 ニ近 クナル.此 時,吾 々ニ トツテ

非常 ニ興味 ノアル コ トハ5-10分 以 後デハ上

記 ノ短波長光線ハ一様 ニ所 謂"forblos"ニ

ナ リ,之 ヲ強 ヒテ云ヘバ “ ホノカナ青白 イ

光 リ ” トデモ云ヲ様 ニ感ジ ラ レル コ トデア

ル.

之等ノ物デハ青色光線ハ主觀的 ニモ其ノ後

ノ經 過 ハ明 ルク見 エ, 白色光線之ニ次ギ,緑

色光線 ハ割ニ低 イ.

以上ノ經過 ヲ今少シク大局的ニ眺 メル ト,

大體 ニ於テ 5-10分 迄 ノ最初 ノ經過 ト, ソレ

以後 ノ經過 トノ2 ツノ經過ガ區別サ レ得 ル.
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(ロ)Stroboscopeニ ヨ ル 實 驗

此時ハ融合囘轉數ヲ測 リ明適應 ノ時ノ囘轉

數 ヲ以 テ他 ヲ除 セル商 ヲ作 用時 間 ノ比 トス

ル(表5備 考參照).

明 適應,暗 適 應-前(イ)ニ 同 ジ.

第6圖

S=Stroboskope.

C=Counterbalance.

W=重 リ

V=Variable speed gear.

M=「 モ ー タ ー」

實 驗 裝 置-圖 ノ如 ク 「Stroboscope」

ヲ 「モ ー タ ー」 ニテ 囘 轉 サ ス ニ 當 リ,

「Variable speed gear」 及 ビ1kgノ 重 サ

ヲ有 ス ル 「Counteralance」 ヲ附 シ テ行

フ.廻 轉 數 ノ調節 ハ 「Variable speed

 gear」 デ 行 フ.ガ 其 ノ計 算 ハ 豫 メ其 ノ

「Handle」 ノ角 度 ニ對 シ テ廻 轉 數 ヲ決 メ

オ キ,毎 囘 ノ實 驗 ニ於 テ ハ其 ノ角 度 ヨ リ

廻 轉 數 ヲ讀 ミ トル.角 度 ト廻 轉 數 トノ關

係 ハ下 圖 ノ如 キ モ ノデ ア ル.

觀 測 方 法-次 ノ如 ク 檢 者 ノ後 上 方 デ

Pナ ル「Ostwald氏 色 紙 」 ヨ リ2m距 リ

タ ル後 上方 ノ所 ニ100 Watt電 球 ヲ置 キ

檢 者 ハ 内 側 ヲ黒 ク ヌ レル視 角5ノ 圓筒 ヲ

通 ジ 「Stroboscope」 ヲ ノゾキ, Pヨ リ

0.5mノ 所 ニ テ觀 測 シ.各 適 應 時 ニ於 テ

Flimmernノ 丁度 無 クナ ル トキ1廻 轉

數 ヲ決 メル.「Sektor」 ノ數 ハ12デ ア

ル.

第7圖

第8圖
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第5表　 Stroboscopeニ ヨ ル 實 驗

備 考-作 用 時間 ノ比 トハ,廻 轉 數n×12ヲ 以 テ1秒 ヲ除 セ ル 數 ガ作 用 時間 ナ ル故,之 ヲ

明 適 應時 ノ作用 時 間 ヲ以 テ除 セ ル モ ノヲサ ス.

第9圖　 Stroboscopeニ ヨル暗適應曲線

(S)

總 括-「Stroboscope」 ニ ヨ ル 成 績 デ ハ 其

ノ經 過 ハ 大 體 前 ノ 「Flimmerphotometer」 ニ

ヨル 物 ニ 似 テ ヲ ル.ガ 其 ノ適 應 範 圍 ヲ觀 ル ト,

融 合 廻 轉 數 ヲ 以 テ 表 ハ セ ル 物 デ ハ1.2-1.4倍

ナ ル コ トデ ア ル.

第3章　 考 案

以上 ノ成績 ニ於 テ最 モ著 明ナ ルコ トハ短 波

長 ノ色光 ハ其 ノ適應範圍 ガ大 デ アルガ,長 波

ノモノデハ ソ レガズツ ト小 ナル コ トデ アル.

尚 ホ又私 ノ實驗 セル範圍内 ノ視角 デハ大體次

圖 ノ如 ク2ツ ノ樣 式 ノ經過 々程 ヲ其 ノ適應經

過 ニ於 テ認 メ得 タ コ トデアル.

即 チ次 圖ニ於 テ見 ル如 ク5-10分 迄 ノaナ

ル過程 卜,ソ レ以後 ノb或 ハa´ ナル物 ヲ見

ル.赤 色光 ハa及 ビ其 ノ後上 昇 ノ極 メテ少 イ
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第10圖

a ナ́ ル經 過 ヲ トリ5-10分 迄 ニ略 ボ極大 ニ達

シ其 ノ後 ハ餘 リ感度 上昇 ヲ見 ナイ.之 ニ反 シ

テ黄,緑,白,青 トナルニ從 ヒ其 ノ適 應範圍

モ増大 シ,且 又其 ノ過程 ニ上圖 ノ如 クa, bナ

ル過程 ヲ トツテ其 ノ感度上昇 モ極 メテ著 明デ

アル. bナ ル經過 ハ殆 ド直線的 デアツテ約30

分 ニ達 スル ト其 ノ極大ニ達 シ其 ノ後 ノ上昇 ハ

アルモ極 メテ輕度 ノモノデ アル.尚 ホ又 此b

ナ ル過程 ニ於 ケル感度上昇 ハ特有 ノモノデ,

所 謂"farblos"ニ ナ リ只明 ルサガ増 スノ ミ

デ色 ノ辨 別ハ出來ナ イ.

以 上 ノ如 ク吾 々ハ適應經過中ニ約5-10分

間續 ク比較的急峻 ナ感度上昇 ノアル經 過 ト其

ノ後 ノ割 ニ緩 カナ色 ノ辨 別 ノ出來 ナイ經過 ト

ノ2ツ ガ區別サ レ得 ル.今 此經 過 ノ1ツ1ツ

ニ對 シテ各1ツ ノ興奮樣式 ヲ有 スル興奮性物

質 ヲ考ヘル ト上記 ノ適應經 過ヲ最 モ容易 ニ説

明 シ得 ル.カ カル考 ヘ方ハ色 々ノ 見地 ヨ リ

v. Kriesニ 依 リ既ニDuprizitatstheorieト シ

テ網膜機能 ノ説 明ニ用 ヒラ レテヲル者 デ,第

1ノ 經過 ニ對 シヲ圓錐體 ガ働 ク爲 メ色 ノ辨別

可能 デ,光 感度上昇 又急峻 ナ リ ト考 ヘ,第2

ノ經 過 ニ桿 状體 ヲ考 ヘル ト善 ク事實 ト一致 ス

ル.赤 ニ對 シテbナ ル第2時 相 ガ著明 ナラズ.

 aノ 其 ノママノ延長 ノ如 ク見エル ノハ圓錐體

ノ ミ働 キ桿状體 ノ關與 ナ シ トスル ト善 ク説 明

シ得 ル.

次 ニ適應範圍 ノ問題 デアルガ,私 ノ得 タ結

果 デハ 「Flimmerphatometer」 ニ ヨル物 デ

精 々10-15倍 デ アル.先 ニ生沼及 ビ井上兩氏

ノ研 究モ大體之 ト等 シイ程 度 ノ物 デ アル.之

ヲPiper, Nicolai, Kohlrausch等 ノ成績 ニ比

スル ト其 ノ懸隔 ノ餘 リニ大 ナルニ驚 カサ レル.

即 チ之 等 デハ何 千倍 ト云 フorderノ 數 デ アル.

此 隔 リハ何 ニ依 ルダ ラウカ.私 ハ之 ヲ實驗 方

法 ニ歸 シタイ ト思 フ.上 記 ノKohlrausch其

ノ他 ノ物 ハ總 テ各適應時 ノ刺 戟閾値 ヲ以 テ上

昇度 ヲ現 ハセル ニ反 シ,生 沼及 ビ井上兩氏 ハ

暗適眼 ヲシテ明適應眼 ト同 ジ明 ルサノ感 ヲ惹

起 スルニ要 スル間 歇光刺 戟 ノ光度 ヲ求 メテ行

ヒ,私 ハ一定數間 歇光刺戟 デ融合 感 ヲ起 ス光

度 ヲ測 ツテ ヲル.尚 ホStroboscopeデ 融 合 感

ヲ起 ス廻轉數 ヲ測 ツテ行 ヘル モノデハ適應 範

圍上昇度 ハ僅 ニ1.2-1.4倍 ナ ル數 ヲ得 テ ヲル.

ガ此數 ハPorter14)ニ 依 ル ト

n=a Log I+b

n-融 合 廻轉 數

a, b-恒 數

I-光 度

ナ ル關係 ア リ ト云 ハ レル コ トカ ラ,光 感度上

昇 ニ就 テ云 々スル時 ハnガ 光度 ノ對數 ニ比例

スル ト云 フコ トヲ考慮 ニ入 レテ取扱 ヒヲスル

必 要ガ アル.

尚 ホ又,上 記 ノ如 キ私 ノ取 レル實驗 方法 ニ

依 ル成績 ニテハ刺戟光度 ハ對數 ニ トル ヨリモ
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算術的數字デ現ハス方ガヨリ合理的ナルコ ト

ハ方法及 ビ既述ノ數 ノ性質上カラモ明カデア

ル.

以上 ノ如 ク考 ヘル ト私 ノ得 タ小ナル適應範

圍 ハ專 ラ實驗條件 ニ依 ルモノデ アツテ先 人ノ

甚大ナル モノ トハ本質的 ニハ同 ジモノデアル

ト云 ヒ得 ルダラウ.

第4章　 總括竝ニ結論

間 歇光刺戟 ヲ以テ融合感 ヲ起 ス光度或 ハ廻

轉數 ヲ求 メテ網膜 ノ暗適應過程 ヲ檢 スルニ,

適 應範圍 ハ前者 ニ於 テハ10-15倍,後 者 ニ於

テハ1.2-1.4倍 デ アツテ,青 最モ範圍廣 ク緑,

黄,赤 ト小サ ク成 リ,尚 ホ之等 ノ過程 ニ於 テ

v. KriesノDuprizitatstkeorieニ 善 ク一 致ス

ル事實 ヲ確認 シ得 タ.
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